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＜参考＞ 
 

１．国際勧告との関連 

 本標準は、２０００年３月に行われたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ７の全体会合で承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７

６のうちＰＶＣ関連範囲に準拠したものである。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

 なし 
 

2.2 ナショナルマター項目 

 なし 
 

2.3 その他 

(1)ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．７６のＳＶＣ関連範囲については削除している。 

 ただし、２～４章については、今後の改訂等を考慮し用語等の削除をしていない。 
 

2.4 原勧告との章立ての構成比較表 

 

原勧告 本標準 備考 

１章 １章：適用範囲  

２章 ２章：参照  

３章 ３章：定義  

４章 ４章：略語  

５章 ５章：記法  

６章 ６章：物理レイヤ  

７章 ７章：参照構成  

８章 ８章：サービスパラメータとサービス品質  

９章 ９章：データリンク転送制御  

１０章 １０章：フレームリレー優先順位とサービスクラス 

（注） 

PVC に関連する節のみ

記述 

１１章 １１章：非番号制情報フレームを使用したＰＶＣ付加手順  

１２章 １２章：輻輳制御  

付属資料Ａ － 削除 

付属資料Ｂ － 削除 

付録Ⅰ 付録Ⅰ：網輻輳シナリオ  

付録Ⅱ － 削除 

付録Ⅲ － 削除 

付録Ⅳ － 削除 

（注）記述内容にあわせタイトルを変更している 
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３．改版の履歴 

 

 版 数 発 行 日 改 版 内 容 

 第１版 １９９８年１１月２６日  制 定 

第２版 ２００２年１１月２８日 フレーム転送優先順位、フレーム廃棄優先順位、 

サービスクラスの記述追加 

 

４．工業所有権  

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 なし 

 

６．標準作成部門 

 第二部門委員会 第三専門委員会 
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１．適用範囲 
 公衆網でフレームリレーデータ伝送サービスを提供していることを考慮すると、インタワーキングを可能

とする標準の網間インタフェースが必要である。 

 本標準はこのようなインタフェースをインプリメントするために要求される構造上の詳細を提供する。 

 ＰＶＣ動作に対する手順が提供されており、ＳＶＣ制御に対する手順は今後の検討課題である。 

 

２．参照 
 以下のＴＴＣ標準とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の規定を構成する。全

ての参考文献は改定されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の最新版を参照すべき

である。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告のリストは定期的に発行されている。 

 

［１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３：ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性 

［２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４：１次群および２次群ディジタルハイアラーキインタフェースにおける 

                同期フレーム構成 

［３］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１２２：Framework for frame mode bearer services. 

［４］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］：ＩＳＤＮフレームリレーベアラサービス 

［５］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス輻輳マネジメント 

［６］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７２：フレームリレーベアラサービスのための網間インタフェース要求条件 

［７］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０：ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様 

［８］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１：ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェース レイヤ１仕様 

［９］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０： ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ２概要 

［１０］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ２仕様  

［１１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス レイヤ２仕様 

［１２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース レイヤ３仕様 

［１３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス レイヤ３仕様 

［１４］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３７：Encapsulation in X.25 packets of various protocols including frame relay. 

［１５］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．９２：Hypothetical reference connections for public synchronous data networks. 

［１６］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１２：Information technology - Open Systems Interconnection –  

                                  Data link service definition . 

［１７］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１３：Information technology - Open Systems Interconnection –  

                                  Network service definition . 

 

３．定義 
 本標準の目的のために、以下の定義を適用する。 

 

 (a)認定情報速度（ＣＩＲ）は８．２節に記述している 

 (b)認定バーストサイズ（Ｂｃ）は８．２節に記述している 

 (c)超過バーストサイズ（Ｂｅ）は８．２節に記述している 

 (d)認定速度測定時間（Ｔｃ）は８．２節に記述している 

 (e)アクセス速度（ＡＲ）は８．２節に記述している 

(f)フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長は８．２節に記述している。 

 (g)Ｎ３９１は１１．４節および表１１－４／JT-X76 に記述している 

 (h)Ｎ３９２は１１．４節および表１１－４／JT-X76 に記述している 

 － 6 － ＪＴ－Ｘ７６ 



 (i)Ｎ３９３は１１．４節および表１１－４／JT-X76 に記述している 

 (j)Ｔ３９１は１１．４節および表１１－５／JT-X76 に記述している 

 (k)Ｔ３９２は１１．４節および表１１－５／JT-X76 に記述している 

 

注－(g)から(k)までのこれらのタイマとカウンタの名称はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａの用語と整

合がとれている。 

 

４．略語 
 本標準の目的のために、以下の略語が使用される。 

 

     ＡＲ        アクセス速度 

     Ｂｃ         認定バーストサイズ 

     Ｂｅ        超過バーストサイズ 

     ＢＥＣＮ      逆方向明示的輻輳通知 

     ＣＩＲ       認定情報速度 

     Ｃ／Ｒ       コマンド／レスポンス 

     Ｄ／Ｃ       ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビット 

     ＤＣＥ       データ回線終端装置 

     ＤＬＣＩ      データリンクコネクション識別子 

     ＤＥ         廃棄可能表示 

     ＤＴＥ       データ端末装置 

     ＥＡ         アドレスフィールド拡張 

     ＦＣＳ       フレームチェックシーケンス 

      ＦＥＣＮ      順方向明示的輻輳通知 

     Ｆ ＲＤＴＳ     フレームリレーデータ伝送サービス 

          ＬＡＰＦ            フレームモードベアラサービスのリンクアクセス手順 

     ＰＤＮ       公衆データ網 

     ＰＶＣ       パーマネントバーチャルサーキット 

     ＳＰＶＣ            スｲッチトパーマネントバーチャルサーキット 

          ＳＴＥ       信号装置 

     ＳＶＣ       スイッチトバーチャルサーキット 

     Ｔｃ        認定速度測定時間 

 

５．記法 
 本標準では特別な記法は使用しない。 

 

６．物理レイヤ 
 物理レイヤエレメントとして定義される物理回路のインタフェースの特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３

に従う。 

 使用される場合、フレーム構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４に従う。２Mbit/s の場合、タイムスロット０

は障害検出を行うために使用される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７３２参照）。タイムスロット１６が使用される

かどうかで、それぞれ 1984kbit/s または 1920kbit/s のアクセス速度になる。 

 他の速度も使用されることがある。その場合には、信号装置／物理回線インタフェースは適切なＶシリー
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ズまたはＸシリーズの勧告に従う。例えば、 

  －Ｖ．２４ 

  －Ｖ．３５ 

  －Ｖ．３６ 

  －Ｘ．２１ 

 それぞれの物理回線は全二重動作をサポートできなければならない。 

 ＦＲＤＴＳを提供する公衆データ網間で国際相互接続を行う場合、そのリンクはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．９２

で定義されている標準擬似接続によるデータリンクＡ１および／又はデータリンクＧ１であると見なされ

る。 

注：ＳＤＨインタフェースの使用は今後の課題とする。 

 

７．参照構成 
 網間インタフェースの位置を図７－１／ＪＴ－Ｘ７６に示す。このインタフェースでＦＲＤＴＳを提供す

るＰＤＮを接続する。 

ＳＴＥ

ＳＴＥ ＳＴＥ

ＳＴＥ

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｄ
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ｃ
ＥＤＴＥ

ＤＴＥ

FRDTS を提供する

ＰＤＮ

FRDTS を提供する

ＰＤＮ
FRDTS を提供する

ＰＤＮ

JT-X76 JT-X76

JT-X76

図７－１／ＪＴ－Ｘ７６　網間インタフェースの位置

　　　　　　　　　　　　(ITU-T X.76)

 
 

８．サービスパラメータとサービス品質 

8.1 適用範囲 

 本章は、ＦＲＤＴＳを提供するＰＤＮ内でデータ転送を行う際必要とされるサービス要求条件や輻輳に対

する制御管理を定義するために求められるサービスのパラメータについて記述する。 

 

8.2 サービスパラメータ 

8.2.1  アクセス速度（ＡＲ） 

 アクセス速度は、網に入力可能な、または網から受信可能な最大データ速度である。このアクセス速度は、

アクセスチャネルの速度によって決定され、接続された相互の網において一定期間合意されるものである。

アクセス速度パラメータはＳＴＥ毎に規定される。 

 

8.2.2  認定バーストサイズ（Ｂｃ） 

 認定バーストサイズは、網が通常状態において間隔Ｔｃ（８．２．５節（Ｔｃ）参照）の間に転送するこ
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とを合意した特定のバーチャルサーキットに対するデータの総量である。このパラメータで使用される値は、

接続された相互の網において一定期間合意される。各ＳＴＥで使用する値は、要求されるエンド・エンドサー

ビスを提供できるように選択される。このサービスパラメータはＳＴＥにおいてＶＣ毎に規定される。この

パラメータ値はそれぞれの伝送方向に対して異なった値とすることも可能である。すなわち、網間インタ

フェースにおける各ＳＴＥは特定のＶＣに対して異なった値をサポートすることができる。 

 

8.2.3  超過バーストサイズ（Ｂｅ） 

 超過バーストサイズは網が間隔Ｔｃ（８．２．５節（Ｔｃ）参照）の間に特定のバーチャルサーキットに

対して認定バーストサイズ（Ｂｃ）を超えて送ろうとする非認定データの総量である。 

 このパラメータで使用される値は、接続された相互の網において一定期間合意される。各ＳＴＥで使用す

る値は、要求されるエンド・エンドサービスを提供できるように選択される。このサービスパラメータはＳ

ＴＥにおいてＶＣ毎に規定される。このパラメータ値はそれぞれの伝送方向に対して異なった値とすること

もある。すなわち、網間インタフェースにおける各ＳＴＥは特定のＶＣに対して異なった値をサポートする

ことができる。 

 

8.2.4  認定情報速度（ＣＩＲ） 

 網が通常状態において特定のバーチャルサーキットに対して転送を認定している情報転送速度。この速度

は、時間間隔ＴｃにおけるＢｃの平均である。 

 このパラメータで使用される値は、接続された相互の網において一定期間合意される。各ＳＴＥで使用す

る値は、要求されるエンド・エンドサービスを提供できるように選択される。このサービスパラメータはＳ

ＴＥにおいてＶＣ毎に規定される。このパラメータ値はそれぞれの伝送方向に対して異なった値とすること

もある。すなわち、網間インタフェースにおける各ＳＴＥは特定のＶＣに対して異なった値をサポートする

ことができる。 

 

8.2.5  認定速度測定時間（Ｔｃ） 

 認定速度測定時間Ｔｃは、網が認定バーストサイズと超過バーストサイズのデータを予期する時間間隔で

ある。Ｔｃは以下の関係式に従って定義される。 

 (1)ＣＩＲ＞０の場合、Ｔｃ＝Ｂｃ／ＣＩＲ 

 (2)ＣＩＲ＝０の場合、Ｔｃは網によって選択された値に設定される。この値は、接続されている二つの 

  網間で一定期間合意される。使用される値は、要求されたエンド・エンドサービスを提供するために 

  それぞれのＳＴＥで選択される。このサービスパラメータはＳＴＥにおいてＶＣ毎に規定される。 

 

 このパラメータ値はそれぞれの伝送方向に対して異なった値とすることもある。すなわち、網間インタ

フェースにおける各ＳＴＥは特定のＶＣに対して異なった値をサポートすることができる。 

 

8.2.6  フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０３） 

 フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長は、サポート可能なユーザオクテットの最大数で、ア

ドレスフィールドの直後からＦＣＳフィールドの直前までのオクテット数である（図９－１／JT-X76 参照）。

そのカウントは、送信側の「0」ビット挿入の前、受信側の「0」ビット除去の後で行われる。このパラメー

タは、契約時に設定される。すべての網は少なくとも 1600 オクテットの値をサポートするべきである。さ

らに、1600 オクテット以外の最大情報フィールドサイズはＶＣが提供されている期間相互の網において合意

される。Ｎ２０３の値は二つの接続された網間で一定期間合意される。このサービスパラメータはＳＴＥに

おいてＶＣ毎に規定される。このパラメータ値はそれぞれの伝送方向に対して異なった値とすることもある。
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すなわち、網間インタフェースにおける各ＳＴＥは特定のＶＣに対して異なった値をサポートすることがで

きる。 

 

8.3  サービス品質 

 ＣＩＲ、Ｂｃ、Ｔｃパラメータによって特徴づけられる認定トラヒックに対するＱＯＳレベルは一定の確

率で提供される。Ｂｅパラメータによって特徴づけられる超過トラヒックに対するＱＯＳレベルは一定の確

率で提供される（この仕様における詳細はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４４に記述している）。 

 

９．データリンク転送制御 
9.1 概要 

 本章は網間インタフェースにおけるレイヤ２フレームリレーデータ伝送サービスの動作のためのフレー

ム構成、手順の要素、フィールドのフォーマットおよび手順を記述している。フレームリレーデータ伝送サー

ビスをサポートするために使われるＬＡＰＦのコアの機能（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２付属資料Ａ参照）は

以下のとおり。 

  －フレームの境界識別、配列、透過性 

  －アドレスフィールドを用いたフレームの多重化、分配 

  －「0」ビットを挿入する前または除去した後に、フレームがオクテットの整数倍で構成されているかど 

  かの検査 

  －フレームが長すぎたり、短かすぎないかどうかの検査 

  －伝送エラーの検出（エラーの回復はしない） 

  －輻輳制御機能 

 

9.2 フレームフォーマット 

 個々のフレームに用いられるフレームフォーマットを図９－１／JT-X76 に示す。 

 
  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

フラグ オクテット 1 
  アドレスフィールド上位オクテット  （注） オクテット 2 
  アドレスフィールド下位オクテット オクテット 3 

 情報フィールド 
（N-6）オクテット 

 

オクテット４ 
     ： 
オクテット N-3 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテット N-2 
フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテット N-1 

フラグ オクテット N 

 

注－デフォルトアドレスフィールド長は２オクテットである。これは４オクテットに拡張することができる。 

 

図９－１／ＪＴ－Ｘ７６  ２オクテットアドレスをもつフレームフォーマット 

         (ITU-T X.76) 

 

9.2.1 フラグシーケンス 

 すべてのフレームは、１個の「0」ビットと６個の連続した「1」ビットおよび１個の「0」ビットからな

るフラグシーケンスから始まり、終わるものとする。アドレスフィールドに先行するフラグを開始フラグと

定義する。フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールドの次のフラグを終了フラグと定義する。終了

フラグは次のフレームの開始フラグとしても使用することができる。 
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9.2.2 アドレスフィールド 

 アドレスフィールドは２オクテット以上で構成し、オプションとして双方の合意により４オクテットに拡

張することができる。アドレスフィールドのフォーマットは９．３．２節で定義する。 

 

9.2.3 情報フィールド 

 フレームの情報フィールドは、アドレスフィールド（９．３．２節参照）の後で、フレームチェックシー

ケンスフィールド（９．２．４節参照）の前に置かれる。フレームリレー情報フィールドのコンテンツはオ

クテットの整数倍からなる。フレームリレー情報フィールドの最大長は８．２．６節で定義している。 

 

9.2.4 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド 

 ＦＣＳフィールドは１６ビットのシーケンスとする。次の(1)、(2)項の合計値（モジュロ２）の１の補数を

とったものである。 

(1) Ｘk（Ｘ15＋Ｘ14＋Ｘ13＋Ｘ12＋Ｘ11＋Ｘ10＋Ｘ9＋Ｘ8＋Ｘ7＋Ｘ6＋Ｘ5＋Ｘ4＋Ｘ3＋Ｘ2＋Ｘ＋１）を生成多項 

 式Ｘ16＋Ｘ12＋Ｘ5＋１で割り算（モジュロ２）した剰余。ここでｋは、開始フラグの最後のビットとＦＣ 

 Ｓの最初のビットにはさまれた開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットを除くビット数であ 

 り、透過性のため挿入したビットは除く。 

(2) 開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットにはさまれたビット数（ただし左記の両ビット共 

 含まない）から、透過性のために挿入したビット数を除いたフレーム内容にＸ16を乗じた後、生成多項式 

 Ｘ16＋Ｘ12＋Ｘ5＋１で割り算（モジュロ２）した剰余。 
 

9.3 アドレッシング 

9.3.1 概要 

 本節ではデータリンク転送のためにＦＲＤＴＳサービスで使用されるフィールドフォーマットと手順を

記述する。データリンクコネクションは１２章に示す輻輳マネジメントのようなオプション手順をサポート

するアドレスフィールドの要素によって管理される。フィールド情報はＦＲＤＴＳフレームフォーマットで

定義されるアドレスフィールドに従って設定される（図９－２／JT-X76 参照）。 

 

9.3.2 アドレスフィールドフォーマット 

 アドレスフィールドフォーマットは図９－２／JT-X76 に示すように、アドレスフィールド拡張ビット、コ

マンド／レスポンス表示、明示的輻輳通知と廃棄可能表示のために予約された３ビット、データリンクコネ

クション識別子（ＤＬＣＩ）を含んでいる。２オクテットアドレスフィールドのサポートは必須である。４

オクテットアドレスフィールドの最終オクテットにはＤＬＣＩの下位部分か制御情報のどちらかを示す

ビットが含まれている。 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
  上位 ＤＬＣＩ（6 ビット）    
 

＊ EA 
0 

  下位 ＤＬＣＩ（4 ビット） 
 

FECN BECN DE EA  
1 

デフォルト 

アドレスフィールド 

フォーマット 

（2 オクテット） 
 

 
                           または 
 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
  上位 ＤＬＣＩ（6 ビット）    
 

＊ EA 
0 

  ＤＬＣＩ（4 ビット） 
 

FECN BECN DE EA  
0 

  ＤＬＣＩ（7 ビット） 
  

EA  
0 

  下位 ＤＬＣＩ（6 ビット）または制御 
 

D/C 
 

EA 
1 

4 オクテット 

アドレスフィールド 

フォーマット 

 

 

             ＊    コマンド／レスポンス表示のサポートを意図したビットである。 

                  コーディングは適用形態に依存する。 

             ＥＡ   アドレスフィールド拡張ビット 

             ＦＥＣＮ 順方向明示的輻輳通知 

             ＢＥＣＮ 逆方向明示的輻輳通知 

             ＤＬＣＩ データリンクコネクション識別子 

             ＤＥ   廃棄可能表示 

             Ｄ／Ｃ  ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビットまたはＤＬコア制御表示 

 
図９－２／ＪＴ－Ｘ７６  アドレスフィールドフォーマット 

           （ITU-T X.76） 

 

9.3.3 アドレスフィールド要素 

9.3.3.1 アドレスフィールド拡張ビット（ＥＡビット） 

 アドレスフィールドオクテットのビット１でアドレスフィールドの最終オクテットを指示することによ

り、アドレスフィールド長は拡張される。アドレスフィールドオクテットのビット１が「0」であることは、

このオクテットにもう一つのアドレスフィールドのオクテットが続くことを示している。アドレスフィール

ドオクテットのビット１が「1」であることは、このオクテットがアドレスフィールドの最終オクテットで

あることを示している。 

 

9.3.3.2 コマンド／レスポンスビット（Ｃ／Ｒビット） 

 Ｃ／ＲTTC 注ビットは、網間インタフェースを越えて透過的に転送される。 

 

ＴＴＣ注－本標準では「Ｃ／Ｒ」ビットは「＊」と記述する。 

 

9.3.3.3 順方向明示的輻輳通知ビット（ＦＥＣＮビット） 

 ＦＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、受信ＳＴＥに輻輳回避手順が必要であること

を通知する。なおその手順はＦＥＣＮ通知を伝えるフレームと同一方向のトラヒックに適用する。ＦＥＣＮ

ビットは受信ＳＴＥに対して、受信するフレームがリソースの輻輳に遭遇したことを示すために「1」に設
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定される。ＦＥＣＮビットは輻輳方向フレームの受信ＤＴＥが速度調整を開始するために使用することがで

きる。 

 ＳＴＥによる本ビットの設定はオプションであるが、ＳＴＥは本ビットをクリア（「0」に設定）しては

ならない。ＦＥＣＮビットを提供しないＳＴＥは本ビットを変更しないで通過させる。本ビットの使用に関

する説明はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６の１２章に記述している。 

 

9.3.3.4 逆方向明示的輻輳通知ビット（ＢＥＣＮビット） 

 ＢＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、受信ＳＴＥに輻輳回避手順が必要であること

を通知する。なおその手順はＢＥＣＮ通知を伝えるフレームと逆方向のトラヒックに適用する。ＢＥＣＮ

ビットは受信ＳＴＥに対して、送信するフレームがリソースの輻輳に遭遇したことを示すために「1」に設

定される。ＢＥＣＮビットは輻輳方向フレームの送信ＤＴＥが速度調整を開始するために使用することがで

きる。 

 ＳＴＥによる本ビットの設定はオプションであるが、ＳＴＥは本ビットをクリア（「0」に設定）しては

ならない。ＢＥＣＮビットを提供しないＳＴＥは本ビットを変更しないで通過させる。本ビットの使用に関

する説明はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６の１２章に記述している。 

 

9.3.3.5 廃棄可能表示ビット（ＤＥビット） 

 ＤＥビットは、使用される場合には輻輳状態の際に他のフレームより優先して廃棄されるフレームである

ということを示すために「1」に設定される。本ビットの網による設定はオプションである。網は本ビット

をクリア（「0」に設定）してはならない。輻輳時、網はフレームを廃棄する場合、ＤＥ＝１のフレームだ

けに限定されることはない。 

 

9.3.3.6 データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ） 

 アドレスフィールド長に依存して、ＤＬＣＩは１０ビットまたは２３ビットとなる。アドレスフィールド

長が２オクテットの場合、ＤＬＣＩは１０ビットとなり、オクテット１と２に設定される。アドレスフィー

ルド長が４オクテットの場合、ＤＬＣＩは２３ビットとなり、オクテット１、２、３および４に設定される

（図９－２／JT-X76 参照）。 

 ＤＬＣＩは網間インタフェースにおいてバーチャルサーキットを識別する。その値はＰＶＣの場合は加入

時に、ＳＶＣの場合は呼設定時に決定される。網間インタフェースをサポートするバーチャルサーキットの

最大数は関連する相互の網での合意に依存する。 

 ＤＬＣＩの特別な値は以下のためにも使用される。 

  －ＳＶＣにおけるシグナリング（１０章参照：ただし、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７６のこの版においては対象

外） 

  －ＰＶＣ付加手順（１１章参照） 

  －レイヤ２マネジメント 

 ＤＬＣＩ値の範囲は、表９－１／JT-X76 により規定する。 
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9.3.3.7 ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビット（Ｄ／Ｃビット） 

 Ｄ／Ｃビットは、４オクテットフォーマットが使用される場合、アドレスフィールドの最終オクテットの

ビット２である。このビットにより、最終オクテットの残り６ビットを下位ＤＬＣＩビットとして解釈する

か、制御ビットとして解釈するかが示される。「0」に設定される場合、最終オクテットがＤＬＣＩ情報を

含むことを示す。「1」に設定される場合、最終オクテットのビット３から８はＤＬＣＩビットとして解釈

されない。また、その使用方法は今後の検討課題である。 

 
表９－１（ａ）／ＪＴ－Ｘ７６  ２オクテットアドレスフィールド使用時のＤＬＣＩ値の範囲 

      (ITU-T X.76) 

 

ＤＬＣＩ 範囲 
（10 ビット） 

機  能 
 

       0 
 

シグナリング 
 

       1 －      15 
 

リザーブ 
 

      16 －     991 
 

バーチャルサーキット識別 
 

     992 －    1007 
 

レイヤ２マネジメント 
 

    1008 －    1022 
 

リザーブ 
 

    1023 
 

インチャネルレイヤ２マネジメント用のリザーブ、必要時 
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表９－１（ｂ）／ＪＴ－Ｘ７６ ４オクテットアドレスフィールド使用、Ｄ／Ｃビット＝０のときの      
    (ITU-T X.76)      ＤＬＣＩ値の範囲 

 

 ＤＬＣＩ 範囲 

（23 ビット） 

機  能 

0 

 

  シグナリング 

 

1 － 15 リザーブ 

 

16 － 991 バーチャルサーキット識別 

 

992 － 1007 統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ（付

属資料Ｃ参照）のようなネットワークに関連する情報のため

に使用されるＦＲＤＴＳのレイヤ 2 マネジメント 

1008 － 1022 リザーブ 

 

1023   インチャネルレイヤ 2 マネジメント用のリザーブ、必要時 

1024 － 8388607 バーチャルサーキット識別 

 

9.4 送出時の考慮 

9.4.1 ビット送出順序 

 ビットはオクテットにまとめられる。一つのオクテットのビットは水平に並べられ、１から８まで番号付

けされる。複数のオクテットは垂直に並べられ、１からｎまで番号付けされる（図９－３／JT-X76 参照）。 

 
         ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １  オクテット 

   1 
   2 
 
 
 

 

   ｎ 
 

図９－３／ＪＴ－Ｘ７６  フォーマット規定 
               (ITU-T X.76) 

 

 オクテットは若番から番号順に送出される。各オクテットにおいてビット１は最下位ビットであり、最初

に送出され、ビット８は最上位ビットであり、最後に送出される。 

 

9.4.2 フレームフィールドのビット順序 

 フィールドが１オクテットに含まれる場合、フィールド内の最も小さいビット番号が最下位ビットを表す。 

 フィールドが２オクテット以上にまたがる場合、各オクテット内のビットの値はオクテット番号の増加に

従い低くなり、フィールド内の最も小さいビット番号は最下位ビットを表す。 

 例として、２オクテット長アドレスフィールド中のＤＬＣＩビット値の順序を図９－４／JT-X76 に示す。 

    

 － 15 － ＪＴ－Ｘ７６ 



８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
       上位ＤＬＣＩ（6 ビット） ＊ EA 
   9 
   ２ 

    8 
   ２  

     7 
   ２ 

     6 
   ２ 

     5 
   ２ 

     4 
   ２ 

       
   ０ 

  下位ＤＬＣＩ（4 ビット） FECN BECN DE EA 
   3 
   ２ 

    2 
   ２  

     1 
   ２ 

     0 
   ２ 

         
   １ 

第 1オクテット 

第 2オクテット 

  

図９－４／ＪＴ－Ｘ７６  ＤＬＣＩビット値の順序 

              (ITU-T X.76) 

 

上記の規定には二つの例外がある。 

 (1)情報フィールドのビット値の順序は本標準では規定しない。 

 (2)ＦＣＳビット値の順序は以下のとおりである。第１オクテットのビット１が最上位ビットであり、第 

  ２オクテットのビット８が最下位ビットである（図９－５／JT-X76 参照）。 

 
８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
   8 
   ２ 

    9 
   ２  

    10 
   ２ 

    11 
   ２ 

    12 
   ２ 

    13 
   ２ 

   14 
   ２ 

    15 
   ２  

   0 
   ２ 

    1 
   ２  

    2 
   ２ 

    3 
   ２ 

  4 
   ２ 

    5 
   ２  

  6 
   ２ 

    7 
   ２  

第 1オクテット

第 2 オクテット

  

図９－５／ＪＴ－Ｘ７６  ＦＣＳビット値の順序 

              (ITU-T X.76) 

 

9.4.3 透過性 

 各送信データリンクエンティティは、開始フラグシーケンスと終了フラグシーケンスの間のフレーム内容

（アドレス、情報およびＦＣＳフィールド）を調べ、フレーム内にフラグやアボートシーケンスがあると見

なされないように、すべての５個の連続する「1」ビット（ＦＣＳの最後の５ビットを含む）の後に「0」ビッ

トを挿入する。受信データリンクエンティティは、開始フラグシーケンスと終了フラグシーケンスの間のフ

レーム内容を調べ、５個の連続する「1」ビットの直後の「0」ビットをすべて除去する。 

 

9.4.4 フレーム間のタイムフィル 

 フレーム間を埋めるためにフラグシーケンスを使用しなくてはならない。 

 

9.4.5 無効フレーム 

 無効フレームとは以下に示すいずれかのフレームである。 

  (a)二つのフラグによって正しく区切られていないフレーム 

  (b)アドレスフィールドと終了フラグ間が３オクテット未満のフレーム 

  (c)「0」ビット挿入前あるいは「0」ビット除去後にオクテットの整数倍で構成されていないフレーム 

  (d)フレームチェックシーケンス誤りであるフレーム 

  (e)アドレスフィールドが１オクテットのフレーム 

  (f)受信側がサポートしていないＤＬＣＩをもつフレーム 

  (g)「0」ビット挿入後あるいは「0」ビット除去前に７ビット以上連続した「1」ビットを含むフレーム 

   （透過性違反あるいはフレームアボート） 

  (h)Ｎ２０３（８．２．６節参照）よりも長い情報フィールドをもつフレーム 

 

  注－(b)項は、情報フィールドの長さが０であるフレームは無効フレームであることを意味している。与 
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   えられた方向にトラヒックが無い場合、ＳＴＥは「1」または「0」に設定されたＢＥＣＮビットに 

   よって逆方向へ輻輳についての情報を送信するためにこのような無効フレームを使うことがある。 

   この情報フィールドの長さが０である無効フレームの使用は関連する相互の網での合意によって決 

   定される。さらに、これらのフレームは関連するＳＴＥ間でローカルに使用され、ＤＴＥ／ＤＣＥイ

ンタフェースには送信しない。 

    (h)項の場合、網はリモートのＤＴＥへフレームの一部を送信し、その後そのフレームをアボートす 

   ることがある。 

 

 無効フレームは送信側ＳＴＥに通知されることなく廃棄される。 

 

9.4.6 フレームアボート 

 フレームアボートは、７ビット以上連続した「1」ビット（「0」ビットは挿入されていない）を送信する

ことにより実行される。ＳＴＥにより７ビット以上連続した「1」ビットを受信した場合はアボートとして

解釈され、ＳＴＥはそのとき受信中のフレームを無視する。 

 

１０ フレームリレー優先順位とサービスクラス 
10.1 フレーム転送優先順位 

10.1.1 概要 

フレーム転送優先順位は、網間の相互合意により使用される網機能である。フレーム転送優先順位は、バー

チャルサーキットに異なる優先順位を適用する可能性を網に与える。データ転送フェーズにおいて、高いフ

レーム転送優先順位を割り当てられたバーチャルサーキットのフレームは、低い優先順位に割り当てられた

バーチャルサーキットのフレームより前にサービス（処理と送信）を受ける。その結果としてエンド・エン

ド遅延とその変動は小さくなる。フレーム転送優先順位はバーチャルサーキット毎に割り当てられ、可能で

あればそれぞれのデータ転送方向に対しても割り当てられる。フレーム転送優先順位は、フレームリレー網

がリアルタイムアプリケーションの時間的な要求条件をサポートし満たすことを可能とする。 

 フレーム転送優先順位クラスは、その網でサポートするフレーム転送優先順位と対応する。フレーム転送

優先順位クラスの数と特徴は、網内の能力に大きく依存するため、標準化することはできない。網が相互接

続する際、サービス提供者はフレーム転送優先順位のインデックスとフレーム転送優先順位クラス間のマッ

ピングを記述する。加えて、均一のサービスを保持するために、サービス提供者は相互合意によって同数の

フレーム転送優先順位クラスをサポートし、各クラスの効力に同意する。 

フレーム転送優先順位のインデックスは 0 から 15 の整数であり、フレームリレーのＮＮＩ上でフレーム

転送優先順位クラスを識別するために用いられる。0 は最低の優先順位のインデックスを示し、15 は最高を

示す。フレーム転送優先順位のインデックスは、ローカルで意味を持つ。その効力は受信する網によって確

立される。 

 パーマネントバーチャルサーキットにおいて、フレーム転送優先順位は、加入時に割り当てられる。 

 

10.2 フレーム廃棄優先順位 

10.2.1 概要 

 フレーム廃棄優先順位は、網間の相互合意により使用される網機能である。フレーム廃棄優先順位は、バー

チャルサーキットに異なる優先順位を適用する可能性を網およびＤＴＥに与える。それぞれのフレーム廃棄

優先順位は異なるフレーム廃棄率と関連している。フレームリレーフレームが網状態の悪化で廃棄されなけ

ればならないとき、低いフレーム廃棄優先順位を割り当てられたバーチャルサーキットに属するフレームは、

高いフレーム廃棄優先順位を割り当てられたバーチャルサーキットに属するフレームより優先して、網に
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よって廃棄される。フレーム廃棄優先順位はＮＮＩのバーチャルサーキット毎に割り当てられる。また、そ

れぞれのデータ転送方向に対して異なった値が割り当てられてもよい。 

フレーム廃棄優先順位クラスは、その網でサポートするフレーム廃棄優先順位と対応する。フレーム廃棄

優先順位クラスの数と特徴は、網内の能力に大きく依存するため、標準化することはできない。網が相互接

続する際、サービス提供者はフレーム廃棄優先順位のインデックスとフレーム廃棄優先順位クラス間のマッ

ピングを記述する。加えて、均一のサービスを保持するために、サービス提供者は相互合意によって同数の

フレーム廃棄優先順位クラスをサポートし、各クラスの効力に同意する。 

フレーム廃棄優先順位のインデックスは 0 から 7 の整数であり、フレームリレーのＮＮＩ上でフレーム廃

棄優先順位を通知するために用いられる。0 は最低の優先順位のインデックス（最初に廃棄され、最も高い

フレーム廃棄率となる）であり、７は最高の優先順位のインデックス（最後に廃棄され、最も低いフレーム

廃棄率となる）である。 

網を相互接続する際に、サービス提供者はフレーム廃棄優先順位のインデックスとフレーム廃棄優先順位

クラス間のマッピングに同意する。フレーム廃棄優先順位のインデックスは、ローカルで意味を持つ。その

効力は受信する網によって確立される。 

パーマネントバーチャルサーキットにおいて、フレーム廃棄優先順位は、加入時に割り当てられる。 

 

10.3 フレームリレーサービスクラス 

フレームリレーサービスクラスは、異なる網間を通じて利用可能な、さまざまなアプリケーションに関し

て、遅延や損失の要求条件に応じるため、フレームリレーバーチャルサーキットに対して異なるサービスク

ラスの品質を適用できるようにするための、フレームリレー網へのオプション機能である。データ転送

フェーズでは、フレームは、契約または要求されたサービスクラスのパフォーマンス特性が適合するように

扱われる。 

ＮＮＩにおける、ＰＶＣでの加入契約またはＳＶＣでのシグナリングによるフレームリレーサービスクラ

スの使用は、関係する網間の相互契約による。相互契約では、サービスクラスと優先順位のいずれか、ある

いは双方の使用を規定している場合がある。ＳＶＣでは、発呼ＳＴＥが呼確立時にサービスクラス番号をシ

グナリングすることによって、サービスクラスが要求される。 

定義されたサービスクラスを表１０－１／JT-X76 に示す。それぞれのサービスクラスは、それぞれのクラ

スに対するアプリケーションの要求に適する最大のエンド・エンド遅延および損失値を適用させている。

サービスクラスとその遅延および損失パラメータ値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４６に定義されている。 

 

表１０－１／JT-X76 フレームリレーサービスクラス 

(ITU-T X.76) 

 

サービスクラス番号 サポート要求 適用 

０ 必須 遅延の規定は無く、適度なフレーム損失のみ要求。 

１ 

必須 
（デフォルト

  クラス）
 

デフォルトサービスクラス。サービスクラスを提供する

すべてのフレームリレー網はこのクラスを提供し、ＳＶ

Ｃをサポートする場合にはこのクラスのシグナリングを

提供する。 
適度なフレーム損失の要求、および適度な遅延の要求。

２ オプション 厳しいフレーム損失の要求、および適度な遅延の要求。

３ オプション 厳しいフレーム損失の要求、および厳しい遅延の要求。

 注－網間のそれぞれの網でサポートされているオプションサービスクラスに関する情報は、相互の網 

   間接続契約の一部として交換される。 
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１１．非番号制情報フレームを使用したＰＶＣ付加手順 
11.1 概要 

 １１．２節から１１．７節に記述しているこれらの手順は以下の機能を提供する。 

  －リンク完全性確認 

 －ＰＶＣの追加通知 

 －ＰＶＣの削除検出 

 －ＰＶＣの状態通知（アクティブまたはインアクティブ） 

 これらの手順は、網間インタフェース上での「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージと「状態表示」(STATUS)

メッセージの周期的な交換に基づいている。 

 

11.2 メッセージ定義 

 メッセージは、送信側でＣ／Ｒ、ＤＥ、ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮビットを「0」に設定し、ＤＬＣＩ＝０で送

信される。またＣ／Ｒ、ＤＥ、ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮビットを受信側では解釈しない。アドレスフィールドに

続く３オクテットは以下の値に固定されている。 

 －第１オクテットは「0」に設定されたポールビットを持つＵＩフレームの制御フィールド 

 －第２オクテットはメッセージのプロトコル識別子情報要素 

 －第３オクテットはメッセージのダミー呼番号情報要素 

 フレームの先頭から数オクテットを図１１－１／JT-X76 に示す。 

 その他の情報要素は１１．２．１節、１１．２．２節に示す。 
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     ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ オクテット

 
 フラグ 

 
１ 

アドレスフィールド ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ 
 ２ 

ＤＬＣＩ＝０ ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  １ 
 ３ 

ＵＩ、ポールビット＝０ ０  ０  ０  ０  ０  ０  １  １ 
 ４ 

プロトコル識別子 ０  ０  ０  ０  １  ０  ０  ０ 
 ５ 

ダミー呼番号 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ 
 ６ 

１１．２．１、 
１１．２．２節参照 

 
メッセージ特定情報要素 

 
 

 ＦＣＳ 
 

 

 フラグ 
 

 

 

図１１－１／ＪＴ－Ｘ７６ ＰＶＣマネジメントフレームフォーマット（２オクテットアドレスの場合） 

   (ITU-T X.76) 

 

11.2.1 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ 

 このメッセージはＰＶＣの状態を要求するためあるいはリンク完全性を確認するために送信される。この

メッセージのためのメッセージ特定情報要素は表１１－１／JT-X76 に示しており、またこの表に示した順序

になっていなければならない。 

 

表１１－１／ＪＴ－Ｘ７６  「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージのメッセージ特定情報要素 

    (ITU-T X.76) 

 

メッセージ種別：状態問合 

定義区間   ：ローカル 

情報要素 種別 情報長 

メッセージ種別 必須 １ 

レポート種別 必須 ３ 

リンク完全性確認 必須 ４ 

 

11.2.2 「状態表示」(STATUS)メッセージ 

 このメッセージはＰＶＣの状態を示すためあるいはリンク完全性確認のために「状態問合」(STATUS 

ENQ)メッセージに対する応答として送られる。オプションとして、単一ＰＶＣの状態を表示するためには

いつでも送信することができる。このメッセージに対するメッセージ特定情報要素は表１１－２／JT-X76

に示しており、またこの表に示した順序になっている。ＰＶＣ状態情報要素はこのメッセージの中で繰り返

されることがある。 

 

表１１－２／ＪＴ－Ｘ７６ 「状態表示」(STATUS)メッセージのメッセージ特定情報要素 

      (ITU-T X.76) 
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メッセージ種別：状態表示 

定義区間   ：ローカル 

情報要素 種別 情報長 

メッセージ種別 必須 １ 

レポート種別 必須 ３ 

リンク完全性確認 オプション／必須（注１） ４ 

ＰＶＣ状態（注２） オプション／必須（注３） ５－７ 

 

注１－レポート種別がフル状態表示、またはリンク完全性確認のみであるならば必須である。オプション 

   の非同期の「状態表示」(STATUS)メッセージ（レポート種別が単一ＰＶＣの非同期状態表示）には 

   含まれない。 

注２－フル状態表示メッセージの場合には含まれる。これはインタフェース上の全てのＰＶＣの状態を含 

   む「状態表示」(STATUS)メッセージである。設定されるそれぞれのＰＶＣごとに一つのＰＶＣ状態 

   情報要素がある。ＰＶＣ状態情報要素はＤＬＣＩ値の昇順によりメッセージ内に配置される。最小 

   のＤＬＣＩ値を持つＰＶＣが一番目になり、二番目に小さいＤＬＣＩ値のＰＶＣが二番目となり以 

   後同様に続く。メッセージが表示可能なＰＶＣの最大数は最大フレームサイズにより制限される。 

   オプションの非同期の「状態表示」(STATUS)メッセージは単一のＰＶＣ状態情報要素を含む。 

注３－レポート種別情報要素がフル状態表示、または単一ＰＶＣの非同期状態表示で、かつ設定されたＰ 

   ＶＣが存在するときは必須である。 

 

11.3 メッセージ特定情報要素 

11.3.1 メッセージ種別 

メッセージ種別のコーディングは表１１－３／JT-X76 に示している。 

 

表１１－３／ＪＴ－Ｘ７６  メッセージ種別コーディング 

             (ITU-T X.76)   

   

ＰＶＣマネジメントのためのメッセージ種別コーディング 

     ビット 

     ８７６５ ４３２１ 

     ０１１－ －－－－ 

        １ ０１０１ ｢状態問合｣(STATUS ENQ) 

        １ １１０１ ｢状態表示｣(STATUS) 

 

 

11.3.2 レポート種別 

 レポート種別情報要素の目的は、｢状態問合｣(STATUS ENQ)メッセージまたは｢状態表示｣(STATUS)のコン

テンツに含まれて要求される問い合わせの種別を表示することである。この情報要素長は３オクテットであ

る。レポート種別情報要素のフォーマットおよびコーディングは図１１－２／JT-X76 に定義する。 
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     ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １     オクテット 

   ０   １   ０   １   ０   ０   ０   １   
 

１ 

レポート種別内容長 ＝ １ 
 

２ 

レポート種別 
 

３ 

  

  レポート種別（オクテット３） 

  ビット 

  ８７６５ ４３２１ 

  ００００ ００００ フル状態表示（インタフェース上の全てのＰＶＣの状態） 

  ００００ ０００１ リンク完全性確認のみ 

  ００００ ００１０ 単一ＰＶＣの非同期状態表示 

  上記以外      予約済 

 

図１１－２／ＪＴ－Ｘ７６  レポート種別情報要素 

              (ITU-T X.76) 

 

11.3.3 リンク完全性確認 

 リンク完全性確認情報要素の目的は、網間インタフェースにおいて一定周期でシーケンス番号を交換する

ことである。この情報要素長は４オクテットである。リンク完全性確認情報要素の内容長は２オクテット目

に２進符号でコーディングされる。 

 リンク完全性確認情報要素のフォーマットは図１１－３／JT-X76 に示しており、３オクテット目の送信

シーケンス番号は、メッセージの発信側の現在の送信シーケンス番号を示している。４オクテット目の受信

シーケンス番号は、最後に受信したメッセージ内の送信シーケンス番号を示している。送信シーケンス番号

は３オクテット目に２進符号でコーディングされる。受信シーケンス番号は４オクテット目に２進符号で

コーディングされる。   

 
８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ オクテット 
０   １   ０   １   ０   ０   １   １ 

 
１ 

リンク完全性確認内容長＝２ 
 

２ 

送信シーケンス番号 
 

３ 

受信シーケンス番号 
 

４ 

 
図１１－３／ＪＴ－Ｘ７６  リンク完全性確認情報要素 

             (ITU-T X.76) 
 

11.3.4 ＰＶＣ状態 

 ＰＶＣ状態情報要素の目的はインタフェース上に存在するＰＶＣの状態を表示することである。この情報

要素は、網間インタフェース上のすべてのＰＶＣの状態を表示するために、メッセージ内で必要なだけ繰り

返される。この情報要素長は、網間インタフェース上で使われているＤＬＣＩの長さに依存する。デフォル

トアドレスフォーマット（２オクテット）を使用しているとき、この情報要素長は５オクテットになる。デ

フォルトアドレスフォーマットで使用されるＰＶＣ状態情報要素のフォーマットは、図１１－４／JT-X76
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で定義する。オクテット３のビット６は、データリンクコネクション識別子の中で最上位ビットである。 

 ４オクテットアドレスフォーマットで使用されるＰＶＣ状態情報要素のフォーマットは、図１１－５／

JT-X76 で定義する。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット２はアクティブビットである。それが「1」に

符号化されるときそのＰＶＣは動作可能であることを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは動作不

可能であることを示す。動作可能とは、そのＰＶＣはデータ転送に使用可能であることを意味する。動作不

可能とは、そのＰＶＣは設定されているがデータ転送に使用不可能であることを意味する。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット３は削除ビットである。それが「1」に符号化

されるときそのＰＶＣは削除されていることを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは設定されてい

ることを示す。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット４は新規ビットである。それが「1」に符号化

されるときそのＰＶＣは新規に設定されたことを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは既に設定さ

れていることを示す。 

 ＰＶＣ状態情報要素は、ＤＬＣＩ値の昇順によりメッセージ内に配置される。最小のＤＬＣＩ値を持つＰ

ＶＣが一番目になり、二番目に小さいＤＬＣＩ値は二番目になり、以後同様に続く。メッセージが表示可能

なＰＶＣの最大数は最大フレームサイズにより制限される。 

 削除ビットは、オプションの単一ＰＶＣの非同期状態表示によるタイムリーな通知のためにのみ適用する。

このビットが「1」に設定されるとき、新規およびアクティブビットは意味を持たず、送信側で「0」に設定

し、受信側では無視される。新規またはアクティブビットが意味を持つとき、削除ビットは送信側で「0」

に設定し、受信側では意味を持たない。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０ 

 

１ ０ １ ０ １ １ １ １ 

 

ＰＶＣ状態内容長＝３ 

 

２ 

０ 

拡張 

０ 

予備 

データリンクコネクション識別子 

（上位の６ビット） 

３ 

１ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（二番目に上位の４ビット） 

０    ０    ０ 

予 備 

３ａ 

１ 

拡張 

０   ０   ０ 

予備 

 

新規 

 

削除 

 

ｱｸﾃｨﾌﾞ 

０ 

ﾘｻﾞｰﾌﾞ 

４ 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０ 

 

１ 0 １ ０ １ １ １ １ 

ＰＶＣ状態内容長＝５ 

 

２ 

０ 

拡張 

０ 

予備 

データリンクコネクション識別子 

（上位の６ビット） 

３ 

０ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（二番目に上位の４ビット） 

０    ０    ０ 

予 備 

３ａ 

０ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（三番目に上位の７ビット） 

３ｂ 

１ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（四番目に上位の６ビット） 

０ 

予備 

３ｃ 

１ 

拡張 

０   ０   ０ 

予 備 

 

新規 

 

削除 

 

ｱｸﾃｨﾌﾞ 

０ 

ﾘｻﾞｰﾌﾞ 

４ 
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11.4 手順に関する記述 

 リンクの完全性確認（１１．４．２節参照）およびＰＶＣの状態の報告（１１．４．３節、１１．４．４

節および１１．４．５節参照）を行うための手順は、１１．４．１節で示す周期ポーリングを使用する。 

 網間インタフェースにおいて、双方向信号手順が用いられる。網間インタフェースの両側で各々の信号装

置（ＳＴＥ）は、ポーリング開始とポーリング応答の両方の手順を用いる（図１１－７／JT-X76 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

網間インタフェース

P.I.

P.R.

STE 

P.R

STE 
「状態表示」

P.I. 

「状態問合」

「状態表示」 

「状態問合」 

フレームリレー網フレームリレー網 

                  STE  信号装置 

                  P.I.   ポーリング開始手順 

                  P.R.  ポーリング応答手順 

 

図１１－７／ＪＴ－Ｘ７６  双方向信号手順 

               (ITU-T X.76) 
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11.4.1 周期ポーリング 

 ポーリングは、以下に示すように開始する。 

  (1)「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、ポーリングタイマＴ３９１を起動する。Ｔ３９１ 

  が満了したとき、この動作が繰り返される。このようなメッセージ間のＴ３９１間隔は、ポーリング 

  間隔と呼ばれる。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージは、通常はリンク完全性確認の交換のみ要求 

  する（レポート種別 ｢0000 0001｣（２進数））。しかしながら、Ｎ３９１回のポーリングサイクル毎に 

  ポーリング開始手順は、全ＰＶＣのフル状態表示を要求する（レポート種別 ｢0000 0000｣（２進数））。 

  (2)ポーリング応答手順はそれぞれの「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対して「状態表示」(STATUS) 

  メッセージで応答し、ポーリング確認タイマＴ３９２を起動または再起動する。「状態問合」(STATUS  

  ENQ)メッセージがフル状態表示を要求している場合、ＳＴＥはフル状態表示を明示したレポート種別 

  の「状態表示」(STATUS)メッセージで応答しなければならない。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセー 

  ジの応答として送信される「状態表示」(STATUS)メッセージは、リンク完全性確認およびレポート種 

  別情報要素を含む。レポート種別情報要素の内容がフル状態表示を示している場合、そのインタフェー 

  ス上に設定されたＰＶＣ毎のＰＶＣ状態情報要素を含まなければならない。 

  (3)ポーリング開始手順は、「状態表示」(STATUS)メッセージに含まれるレポート種別に応じてこのメッ 

  セージを分析する。ポーリング応答手順は、ＰＶＣ状態が変化した場合やそのインタフェース上のＰ 

  ＶＣの追加または削除を報告するために、どんな問合せに対してもフル状態表示のメッセージで応答 

  することができる。フル状態表示メッセージが使用された場合は、ＳＴＥは設定されているそれぞれ 

  のＰＶＣの状態をリモートＳＴＥから報告された状態に更新する。 

 

11.4.2 リンク完全性確認 

 リンク完全性確認情報要素の目的は、接続しているそれぞれのＳＴＥに信号リンク（ＤＬＣＩ＝０）の状

態を決定させることである。これらの手順は非番号性情報（ＵＩ）フレームを使うのでリンク完全性確認が

必要である。 

 

ＳＴＥは、以下の内部カウンタを維持する。 

  －送信シーケンスカウンタは、最後に送信されたリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号フィー 

  ルドの値を維持する。 

  －受信シーケンスカウンタは、最後に受信したリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号フィー 

  ルドの値を維持する。これは、次に送信される受信シーケンス番号フィールドに設定される値を表す。 

 別々の一対のカウンタ（送信シーケンスカウンタと受信シーケンスカウンタ）が、ポーリング開始手順と

ポーリング応答手順のために維持される。これら二組の手順が、一つのＳＴＥ内に共存する。 

 ポーリング開始手順は、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの生成と対応する「状態表示」(STATUS)

メッセージの受信処理から成る。 

 ポーリング応答手順は、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの処理と要求された「状態表示」(STATUS)

メッセージの生成から成る。 

 

 以下の手順が使用される。 

 (1)メッセージが交換される前に、ＳＴＥは両方の組の送信シーケンスカウンタと受信シーケンスカウン 

  タを０に設定しなければならない。 

 (2)ポーリング開始手順は、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する際には、送信シーケンス 

  カウンタを１増加し、その値をリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号フィールドに設定す 

  る。 
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  同時に現在の受信シーケンスカウンタ値をリンク完全性確認情報要素の受信シーケンス番号フィール 

  ドに設定する。ポーリング開始手順は、モジュロ２５６を使って送信シーケンスカウンタを１増加す 

  る。 

  値０はスキップされる。 

 (3)ＳＴＥが「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信すると、ＳＴＥのポーリング応答手順は、リ 

  モートＳＴＥから送られた受信シーケンス番号を送信シーケンスカウンタと照合する。エラー状態の 

  扱いは１１．４．６節に記述する。 

  受信した送信シーケンス番号は、受信シーケンスカウンタに蓄積される。ポーリング応答手順は、送 

  信シーケンスカウンタを１増加し、現在の値をリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号フィー 

  ルドに設定し、受信シーケンスカウンタの値（最後に受信した送信シーケンス番号）を送信するリン 

  ク完全性確認情報要素の受信シーケンス番号フィールドに設定する。ポーリング応答手順は、完成し 

  た「状態表示」(STATUS)メッセージをポーリング開始を実行したリモートＳＴＥに送信する。ポーリ 

  ング応答手順は、モジュロ２５６を使って送信シーケンスカウンタを１増加する。値０はスキップさ 

  れる。 

 (4)「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの応答としてリモートＳＴＥからの「状態表示」(STATUS)メッ 

  セージを受信すると、ポーリング開始手順はリモートＳＴＥからの受信した受信シーケンス番号を送 

  信シーケンスカウンタと照合する。エラー状態の扱いは１１．４．６節に記述する。「状態表示」

(STATUS) 

  メッセージにより受信した送信シーケンス番号は、受信シーケンスカウンタに蓄積される。 

 

注－受信シーケンス番号０は、フィールドの中身が未定義であることを示し、この値は通常初期化直後の 

  み使用される。通常のモジュロ折返しと未定義状態を区別するため受信シーケンス番号が値０を含ま  

  ないように送信シーケンス番号フィールドに値０は使用してはならない。 

 

11.4.3 ＰＶＣの有無の報告 

 ＳＴＥは、フル状態表示報告の「状態表示」(STATUS)メッセージ中に適正なＤＬＣＩが設定されたＰＶ

Ｃ状態情報要素を含めることによりそのＰＶＣの存在を通知する。ＳＴＥが置かれている網でＰＶＣが設定

されているとき、そのＰＶＣは存在するとみなされる。複数の網をまたがるＰＶＣの場合、この存在の通知

はエンド・エンドでの意味を持たないことに注意する。以前に報告されたＰＶＣ状態がフル状態表示メッ

セージに含まれていないことを、ＳＴＥは相手の網においてこのインタフェース上にこのＰＶＣが既に設定

されていないと解釈する。 

 

11.4.4 新規ＰＶＣの報告 

 周期ポーリングの機能の一つとして、フル状態表示メッセージによる新規ＰＶＣのリモートＳＴＥへの通

知がある。フル状態表示メッセージを使ったＰＶＣ報告手順は、リモートＳＴＥが変更を検出することなし

にＰＶＣを削除し同じＤＬＣＩを使っての新規追加ができないことを保証する。ＰＶＣ報告手順は以下のと

おりである。 

 

(1)新規ＰＶＣが追加されると、ＳＴＥはフル状態の「状態表示」(STATUS)メッセージ内の当該ＰＶＣ状態 

 情報要素の新規ビットを｢1｣に設定する。 

(2)ＳＴＥは、送信シーケンスカウンタ（すなわち最後の「状態表示」(STATUS)メッセージで送出した送信 

 シーケンス番号）と等しい受信シーケンス番号を含んだ「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信す 

 るまでは、ＰＶＣ状態情報要素中の新規ビットをクリアしてはならない。 
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新規ビットが｢1｣に設定されているとき、送信側は削除ビットを｢0｣に設定しなければならないことに注意

する。受信側では、新規ビットが｢1｣に設定されているとき、削除ビットは意味を持たない。 

 

 あるＰＶＣに対して｢1｣に設定された新規ビットをＳＴＥが受信したとき、隣接する網あるいはそれに続

く網において、そのＰＶＣが新規追加されたかまたは再設定されたことを意味する。この情報は、このＳＴ

Ｅが存在する網を通してそのＰＶＣセグメントの他端（例えば X.76 または X.36 インタフェース）へ伝達さ

れる。 

 

注－この手順は、中継網がＰＶＣを削除し、新たな宛先へのＰＶＣに対してすぐに同じＤＬＣＩを使用し 

  たのをＤＴＥが見逃さないことを保証する。 

 

11.4.5 ＰＶＣ有効性の報告 

 ＳＴＥによって送られるフル状態表示に設定したレポート種別情報要素を含む「状態問合」(STATUS ENQ)

メッセージに応じて、リモートＳＴＥのポーリング応答手順はＰＶＣ状態情報要素（ＰＶＣ毎）によりイン

タフェース上で設定されるそれぞれのＰＶＣの有効性を「状態表示」(STATUS)メッセージ内で報告する。 

 この「状態表示」(STATUS)メッセージ内のレポート種別情報要素は、フル状態表示に設定する。リンク

完全性確認のみに設定したレポート種別情報要素を含んだ「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに応じる

ときも、ＳＴＥはＰＶＣの状態に変更があったときはフル状態表示に設定したレポート種別情報要素を含ん

だ「状態表示」(STATUS)メッセージで応答することができる。それぞれのＰＶＣ状態情報要素はアクティ

ブビットを含み、そのＰＶＣが動作可能（「1」に設定）か動作不可能（「0」に設定）かを表示する。 

 アクティブビット値をもとにしたＳＴＥの動作は、新規ビットをもとにした動作とは独立である。ＳＴＥ

は、新規ビットが「1」、アクティブビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信するかもしれな

い。 

 ＳＴＥはアクティブビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信すると、アクティブビットが

「1」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信するまで当該ＰＶＣへのフレームの送信を停止しなければな

らない。アクティブビットが「1」に設定されるとき、削除ビットは送信側で「0」に設定する。フル状態を

報告する「状態表示」(STATUS)メッセージでは、削除ビットは無視される。オプションの非同期状態表示

メッセージで削除ビットが「1」に設定されたときは、アクティブビットは意味を持たない。ＳＴＥの他の

動作はインプリメントに依存する。 

 網がＰＶＣを動作可能にしてから、ＳＴＥがリモートＳＴＥに通知するＰＶＣ状態情報要素を送信するま

での間に遅延が存在するため、ＳＴＥは動作不可能とされているＰＶＣでフレームを受信する可能性がある。

動作不可能なＰＶＣ上で受信したフレームに対するＳＴＥの動作はインプリメントに依存する。 

 ＰＶＣが動作不可能になったことを網が検出してから、ＳＴＥがリモートＳＴＥに通知するＰＶＣ状態情

報要素を送信するまでの間に遅延が存在するため、ＳＴＥは動作不可能なＰＶＣからフレームを受信する可

能性がある。動作不可能なＰＶＣへのフレームを受信したときのＳＴＥの動作は網に依存し、動作不可能な

ＰＶＣ上のフレームを廃棄することがある。 

 ＳＴＥは以下の場合にＰＶＣの動作可能を表示する。 

 －当該ＳＴＥが存在する網内でＰＶＣが設定されていてデータ転送が可能である。 

 －当該ＳＴＥまたは、当該ＳＴＥが存在する網上のこのＰＶＣの反対側の他ＳＴＥ（あるいはＤＣＥ）    

  においてサービスに影響を与える状態がない（１１．４．６節参照）。 

 －当該ＳＴＥが存在する網上のこのＰＶＣの反対側の他ＳＴＥ（あるいは双方向手順をサポートするＤ 

  ＣＥ）がＰＶＣは存在し動作可能であることを表示する。 
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 ＳＴＥが送信する表示は、網間インタフェースにおいてリモートＳＴＥから受信した表示に依存しないこ

とに注意すること。 

 網がアクティブビットを「0」に設定する条件については１１．４．６節を参照のこと。 

 

11.4.6 エラー状態 

 ポーリング開始手順とポーリング応答手順は、周期ポーリングにより提供される情報をエラー監視のため

に使用する。 

 ポーリング開始手順とポーリング応答手順は以下のエラー状態を検出する。 

  －手順エラー：「状態表示」(STATUS)／「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ未受信、またはリンク 

         完全性確認情報要素中の無効受信シーケンス番号。 

  －プロトコルエラー：プロトコル識別子、メッセージ種別、呼番号および必須情報要素のエラー。 

 プロトコルエラーの場合、ポーリング開始手順とポーリング応答手順はそのメッセージを無視する。した

がって、そのメッセージに対して応答せず、エラーもカウントしない。また、リンク完全性確認情報のコン

テンツも使用しない。 

 

11.4.6.1 ポーリング応答手順の動作 

 いくつかのエラーはＳＴＥ内のポーリング応答手順によって、以下のように処理される。 

 (1)網内エラー 

  ＳＴＥはサービスに影響を与える状態（たとえばインプリメントに依存する交換ノードあるいは内部リ

ンクの故障等）が網内で生じた場合、ＰＶＣのためのアクティブビットを「0」にする。 

 (2)網間インタフェースでのエラー 

  網間インタフェースでのサービスに影響を与える状態を決めるために以下のイベントが定義される。 

   －プロトコルエラーのない「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信 

   －タイマＴ３９２の満了 

 

    一番目のタイプのイベントは、リンク完全性確認情報要素の内容が無効であった場合、エラーとみ  

  なされる。これは無効受信シーケンス番号からなる。受信した受信シーケンス番号が最後に送信した 

  送信シーケンス番号に等しくないときその番号は有効ではない。 

 

    注－ポーリング応答手順は、受信した受信シーケンス番号の値と無関係に周期ポーリング手順を続け 

    る（すなわちポーリング応答手順は、プロトコルエラーを含まない全ての「状態問合」(STATUS ENQ) 

    に応答する）。しかしながら、もし「状態問合」(STATUS ENQ)が無効な受信シーケンス番号を含 

    めば、エラーは記録される。 

 

    二番目のタイプのイベントは常にエラーとみなされる。最新のＮ３９３回のイベントにおいてＮ３ 

  ９２回エラーを検出することは、サービスに影響を与える状態を示す。網間インタフェースでＳＴＥ 

  がサービスに影響を与える状態を検出したとき、ＳＴＥはサービスが影響を受けた各々のＰＶＣに対 

  して、フル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージ中またはオプションの単一ＰＶＣの非同期状 

  態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージ中でアクティブビットを「0」にすることにより、リモー 

  トＳＴＥに通知する。 

 

11.4.6.2 ポーリング開始手順の動作 

 網間インタフェースでのサービスに影響を与える状態を決めるために、イベントは「状態問合」(STATUS 
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ENQ)メッセージの送信として定義されている。 

 

 このイベントは以下のような場合においてエラーとみなされる。 

 －プロトコルエラーがなく、レポート種別がフル状態表示またはリンク完全性確認のみの「状態表示」 

   (STATUS)メッセージをＴ３９１満了まで受信しなかった場合。 

  －プロトコルエラーがなく、フル状態表示またはリンク完全性確認のみのレポート種別でリンク完全性 

  確認情報要素の値が無効である「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合。これは、無効な受 

  信シーケンス番号の検出からなる。受信した受信シーケンス番号が最後に送信した送信シーケンス番 

  号と等しくないときその番号は有効ではない。 

 

注－プロトコルエラーはないが無効な受信シーケンス番号の「状態表示」(STATUS)メッセージをポーリン 

  グ開始手順が受信したとき、このメッセージ（その送信シーケンス番号を含む）は無視される。その 

  ような「状態表示」(STATUS)メッセージの送信シーケンス番号を使用すると、実際には無視したフル 

  状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージをポーリング開始手順が受け取ったとみなされることに 

  なる（これは、新規および／又は削除表示の不正な確認となる）。 

 

 最新のＮ３９３回のイベントにおいてＮ３９２回のエラーを検出することはサービスに影響を与える状

態を示す。ＳＴＥはサービスに影響を与える状態の検出のために別の方法を用いてもよい。 

 網間インタフェースでのサービスに影響を与える状態の検出時、ＳＴＥは網間インタフェース上の全ての

ＰＶＣのフレームの転送を停止する。ＳＴＥはサービス回復を検出するためにリンク完全性確認手順を続け

る。 

 ＳＴＥがサービスに影響をあたえる状態がクリアされたことを検出したとき、網間インタフェース上の動

作可能ＰＶＣの通常動作を再開する。サービス回復を検出する一つの方法は、イベントがＮ３９２回連続し

てエラーなしで起こることを検出することである。 

 現在定義されていないＰＶＣに対し、新規ビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信した場

合、これはエラーとして記録される。他の動作はインプリメントに依存する。 

 この手順は信号リンク（ＤＬＣＩ＝０）の問題を検出し、個々のＰＶＣの問題を検出しない。 

 

11.5  動作上の双方向仕様 

 双方向手順は網間インタフェースでの対称な動作を意味する。 

 二組の信号パラメータは、以下に示すように網間インタフェースにおいて各々のＳＴＥによって管理され

る。 

 ポーリング開始手順 － Ｔ３９１，Ｎ３９１ 

 ポーリング応答手順 － Ｔ３９２ 

 一組のパラメータは、ＳＴＥがポーリングメッセージ（「状態問合」(STATUS ENQ)）を送信するポーリ

ング開始手順を提供するときに使用される。もう一組のパラメータは、ＳＴＥが各ポーリングメッセージに

対して応答（「状態表示」(STATUS)）を送信するポーリング応答手順を提供するときに使用される。 

 これらのシステムパラメータの位置を図１１－８／JT-X76 に示す。 
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                   Ｓ    「状態表示」(STATUS)メッセージ 

           ＳＥ   「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ 

                  Ｎ（ｓ） 送信シーケンスカウンタ 

           Ｎ（ｒ） 受信シーケンスカウンタ 
 

図１１－８／ＪＴ－Ｘ７６  システムパラメータと変数の位置 

            (ITU-T X.76) 

 

 網間インタフェースの両端は自分自身のタイマＴ３９１に基づいて「状態問合」(STATUS ENQ)メッセー

ジを用いてポーリングを開始することが要求される。フル状態表示のレポートはＮ３９１（デフォルト６）

回のポーリングサイクル毎に要求される。この周期ポーリング手順は１１．４節で定義する。 

 最初に周期ポーリング手順を起動したとき、ＳＴＥは網間インタフェースが非動作状態と見なす。ＳＴＥ

が網間インタフェースで以下の状態のうちの一つを検出したとき、ＳＴＥは網間インタフェースが動作状態

であると見なす。 

  －Ｎ３９３回連続した有効なポーリングサイクルが発生した場合。これらのポーリングサイクルはポー 

  リング開始サイクル、ポーリング応答サイクルまたは両方の組み合わせで計測されることがある。 

  －一回の有効なポーリングサイクルが発生した場合。すなわち、最初のポーリングサイクルでシーンス 

  番号の有効な交換が成立する場合、網間インタフェースは動作状態と見なされる。最初のポーリング 

  がエラーとなる場合、網間インタフェースでＮ３９３回の連続した有効なポーリングサイクルが発生 

  するまでその網間インタフェースは非動作状態と見なされる。これらのポーリングサイクルは、ポー 

  リング開始サイクル、ポーリング応答サイクルまたはその両方の組み合わせで計測されることがある。 

 

 その後（一旦動作中と見なされた後）、網間インタフェースでのサービスに影響を与える状態の検出によ

りそのインタフェースは非動作状態と見なされ、サービスの回復の検出により動作状態と見なされる。 

 ＳＴＥはエラーとイベントをそれぞれ監視するために、Ｎ３９２とＮ３９３のパラメータを二組インプリ

メントする。一組はポーリング開始手順によって使用され、一組はポーリング応答手順によって使用される。

一つのＳＴＥにおいて、ポーリング開始手順とポーリング応答手順が異なる状態を検出する可能性がある。

これらの状態から網間インタフェースの状態を決定することはインプリメントに依存する。 
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11.6  非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージ 

 オプションとして、ＰＶＣの状態が変化したときにはいつでも、新しいＰＶＣ状態をリモートＳＴＥに通

知するために、レポート種別が単一ＰＶＣの非同期状態表示に設定された「状態表示」(STATUS)メッセー

ジが送信される。送信される場合、ＰＶＣ状態の変化が発生した後直ちにこのメッセージが送信される。 

 一つのＰＶＣが削除されたとき、そのＳＴＥは単一ＰＶＣの非同期状態表示に設定されたレポート種別情

報要素とＰＶＣ状態情報要素を含む非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージをＳＴＥに送信するこ

とがある。ＰＶＣ状態情報要素の削除ビットは「1」に設定される。削除ビットが「1」に設定されたとき、

新規ビットとアクティブビットは意味を持たない。これは送信側で「0」に設定し、受信側では無視される。 

 新しいＰＶＣ報告のための手順は、非同期「状態表示」(STATUS)メッセージではサポートされない。 

 非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージにおいて、新規ビットは意味を持たない。これは送信側

で「0」に設定され、受信側では無視される。非同期「状態表示」(STATUS)メッセージは、与えられたポー

リング間隔での「状態表示」(STATUS)メッセージに対する要求を満足しない。レポート種別が単一ＰＶＣ

の非同期状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージを解釈できないＳＴＥはこのメッセージを無視する。 

 

11.7  システムパラメータ 

 以下の表はこれらの手順で記述される構成パラメータに対する許容値をまとめたものである。デフォルト

値以外のパラメータ値は契約オプションである。 
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表１１－４／ＪＴ－Ｘ７６  システムパラメータ （カウンタ） 

            (ITU-T X.76) 

 

ｶｳﾝﾀ 記  述 範囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

／閾値 

使用法   

N391 フル状態表示（全てのＰＶ

Ｃの状態表示）ポーリング

カウンタ 

1-255 6 ポーリングサイクル   

N392 エラー／回復カウンタ 1-10 

(注１) 

3 エラーイベント／ 

エラーでないイベント 

  

N393 監視イベントカウンタ 1-10 

(注２) 

4 イベント   

 注１－ Ｎ３９２はＮ３９３以下にする。 

 注２－ Ｎ３９３がＮ３９１よりずっと小さい値に設定される場合、ユーザ端末または網に通知されず 

         にリンクはエラー状態に遷移し、そして回復することがある。 

 

表１１－５／ＪＴ－Ｘ７６  システムパラメータ （タイマ） 

            (ITU-T X.76) 

                

ﾀｲﾏ 記述 範囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

（秒） 

起動 停止 満了時の動作   

T391 リンク完全

性確認ポー

リングタイ

マ 

5-30 10 「状態問合」

を送信 

－ 「状態問合」を送信。 

「状態表示」未受信の

場合の、エラーを記

録。 

  

T392 ポーリング

確認タイマ 

5-30 

(注 1) 

15 「状態表示」

を送信 

「状態問合｣を受信 N392 を１増加し、エ

ラーを記録。 T392

を再起動。 

  

 注１－ Ｔ３９２はＴ３９１より大きくする。 

 

１２． 輻輳制御 
 輻輳状態は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０で定義されているとおり、軽輻輳と重輻輳のいずれかに分類さ

れる。軽輻輳時において、できる限りフレームの廃棄を回避するために網は輻輳を検出し、ユーザに通知し、

超過トラヒックを制御するための処置を行わなければならない。隣接網間でのトラヒックが輻輳しているリ

ソースに遭遇していると判断した場合、網は輻輳通知表示をフレームリレー網間インタフェースを介して隣

接網に送信することが可能である。 

 各網は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０に従って順方向明示的輻輳通知（ＦＥＣＮ）と逆方向明示的輻輳通知

（ＢＥＣＮ）を生成する。また廃棄可能表示を用いて速度規制をサポートすることがある。 

 各網は網間インタフェースでの輻輳シナリオに対して自網を保護する責任がある（例えば、網は隣接網の

ＤＥビットだけに頼ってはならない）。 

 正常動作状態下では、網間インタフェースでＢｃとして認定されたデータを廃棄しないように努める。 

これを保証する一つの方法は、網間インタフェースのアクセス速度を考慮し、すべてのＰＶＣの契約ＣＩＲ
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（網からの出口）の合計値に上限を設定することである。各ＳＴＥはそれぞれの上限値を設定する。 

 認定情報速度（ＣＩＲ）、認定バーストサイズ（Ｂｃ）および超過バーストサイズ（Ｂｅ）の値は、網間

インタフェースにおいて管理、調整される。それらのパラメータ値は複数の網をまたがるＰＶＣの一貫した

サービスを提供するために選択される。ＣＩＲ、ＢｃおよびＢｅを順方向と逆方向で独立に決めることがあ

る。 

 複数の網をまたがるＰＶＣに含まれるすべての網間インタフェースのアクセス速度（ＡＲ）は、同じであ

る必要はない。ある網間インタフェースのアクセス速度は、別の網間インタフェースよりも実際に速いこと

がある。従って、ある網間インタフェースでのＢｅフレームの連続的な入力は、別の網間インタフェースに

おいて網のバッファの永続的な輻輳を引き起こし、実質上、入力Ｂｅデータが廃棄されることがある。 

 明示的輻輳制御情報の生成とシグナリングについては、本標準の付録Ⅰに詳細を示す。 
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付 録 I 網輻輳シナリオ 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ７６に対する） 

 

 付図Ⅰ－１／JT-X76 は、三つの網を通過する一つのＰＶＣを示している。ＰＶＣは三つのセグメントから

成り、二つの網間インタフェース（ＮＮＩ）リンクを通過する。ＰＶＣは二つのエンドユーザ（ユーザＸと

ユーザＹ）間でトラヒックを転送する。 

 このＰＶＣのＸからＹ方向のトラヒック転送能力が低下するような輻輳が網Ｂで発生した場合、網Ｂは

ユーザＸとユーザＹにその旨を明示的に通知しなければならない。網ＢはユーザＹ方向へのフレームに対し

てアドレスフィールドのＦＥＣＮビットを設定し、ユーザＸ方向へのフレームに対してアドレスフィールド

のＢＥＣＮビットを設定することにより輻輳通知を行う。この場合、網Ａと網Ｃはこれらの輻輳通知ビット

を変化させることなくユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）に転送する責任がある。 

 原則的には輻輳通知を受信したエンドユーザ装置は、通知されたＰＶＣ上の負荷を減らす。これにより輻

輳状態においてエンドユーザの利用可能な有効スループットが増えることがある。しかし各エンドユーザが

負荷を減らす保証はないので、網は自網と他のユーザを輻輳から保護する能力を持つべきである。この例で

は、網Ｂは輻輳時に網間インタフェースの入り口で、廃棄可能表示されたフレームから始まるフレームの廃

棄を伴う速度規制メカニズムを使用し、自網を保護することがある。 

 

 
 

NNI(JT-X76) 
UNI UNI 

  付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｘ７６  輻輳シナリオを説明するマルチセグメントＰＶＣ 

    (ITU-T X.76) 
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ＪＴ－Ｘ７６ 用語一覧 

 

【Ｍ】 

modulo round off                モジュロ折返し 

multi-network PVC              複数の網をまたがる PVC 

 

【Ｐ】 

periodic polling               周期ポーリング 

polling cycle               ポーリングサイクル 

Polling Initiation Procedure (P.I.)    ポーリング開始手順 

Polling Response Procedure (P.R.)     ポーリング応答手順 

public data network             ＰＤＮ 
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